




































































字〕はあとに残る」［デュフレンヌ、M.      1991   （1995）:173］のであり、また、本論文に
何度も登場したJ.グデ イが言 うように、「言葉を紙上に書き記すことによって、ほとんど
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この日の1 組目である。女性2 名と男性1 名の計3 人で来ている。名前等は聞いていない。
1。 「若松権現」を祀る家
同家の女性（1938 年生）が来ている。
（クライアントが説明する。「男は62 歳、41 歳、7 歳。女は58 歳（当人）、36 歳、14 歳。」）






































〔9:13  （o'    00" ）以下、口調が速くなる。小声になり、聞き取れずj …。はっ。





































次なる我々の、イヤ（家）においてーはー。むやみな変わりはなけれども、正月から12 月迄は、2 月3 月迄

























意を求めおくベーしー。3 番目の男の身の上においてーはー、8 月の11 日の日にちを厳しーく、団体の中でえ、
さて食事が元で、患いとも見えおくーしー。
次なるオオヘラドオリにおいてーはー、3 月二十日の日にちを厳しーくー、血のため（？）が元なりてー、関







〔9:31  （28'    05" ）託宣終わる。数珠。速い呪文。錫杖入る。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七、
さいほう八方固めて九もちを整え十分、まつればー、びょうじやも…。…。
〔9:31   （28'　38 ″）後半は聞き取れない。直ぐ終わる。〕はい。ロんなか乾ききって。
2。 オシラサマを祀る家（そのD
数えで82 歳の女性（1914 年生）が来ている。この家が他2 軒の本家であるらしい。
〔年齢を確認している。] （「男57 、あともう一人、26、あと女、おなご、82 と54 と二人。男二人におなご二人。」）






〔9:34  （31 '　00 ″ ）オシラボトケの託宣。〕こんにーちー（今日）、この座においてー、オシラボトケとお招じ





















































  （45'　22 ″）託宣終わる。短い唱え言。聞き取れない。〕火難盗難水難病難厄難…。はい、はい。
〔9:48  （48'　40 ″）終了。〕
3。 オシラサマを祀る家（その2)
数えで59 歳の男性（1937 年生）が来ている。
〔年齢を聞いている。〕（「男は59 、55、29 、六つと4 人男。女は、29、25、あと五つ。」）〔O・S 巫女はこれを反
唱して確認している。〕
〔9:49  （46'　40 ″）開始。〕オンベーオンベーシラマンダー、カーミニオンベーシラマンダーオンベーオンペー
シラマンダーカーミニ、オンベーシラマンダーオンベーオンベーシラマンダーカーミニオンベーシラマンダーオ
ンペーオンペーシラマンダーカーミニオンペーシラマンダーバ ‥
〔9:50 （47'　10 ″ ）真言らしきものを唱えている。神名奉唱なしで直ぐにオシラボトケの託宣に入る。〕はいっ。
こんにーちー（今日）、この座－において一、オシラボトーケと招じおき、オシラボトケを守りおくにーはー。





















慎まなければならないのが、正月の月－ とー、4 月の月－とー、7 月に ＼o月にー、物事は充分注意を求めおくべ
ーしが、我々の当年の年においてーはー、さてー、心得なければならないのは、海において一もー、丘において

















































〔10:09  （66'　00 ″）に終了。直会へ。〕
b。 大沢地区のK家を含む本分家
午前中の2 組目である。女性二人で来ており、若い方（1945 年生）がもう一人（K さん（1937 年生）。数えの59
歳。）の本家に当たり、こちらが先になる。
〔11:23   （00'　00 ″）カネ。〕本家さ先さおろすから。
［雑談続く。カネ1［可。本家の主婦の夫の年齢を聞く。数えで55 歳で、同巫女によれば厄年、という事になる。
カネ2 回。太鼓始まる。〕







〔H:27   （04'　00 ″）速い経文になる。太鼓で伴奏。時折カネが入る。聞き取れず。〕











[11;31  （08'    15″）託宣に入る。数珠で伴奏。〕そもーそもー、こんにーちー（今日）この一座一においてー、












































正月2 月3 月は、別にむやみな変わりはなけれども― 、4 月の月においてーはー、何かの損失のそのためにー、
苦労のある月と見えおくーしー、5 月から一さて6 月7 月迄は、物価か定まらないそのためにー、思わしくない
年とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。浦浜においてーはー、8 月から、9 月10 月の月においてー
はー、さて漁のあられる年とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。
我々の当年の主人の身の上に‥。


























〔10:29 （04  '    00 ″）託宣開始。無伴奏、時折数珠を擦る。〕ほんじ一つー（本日）この座においてー、オシラ
ボトケと」（ここ迄、録音が切れている。決まり文句なので、他のオシラサマアソバセから補う。）称じおくオ






































次なる我々の当年の、12 ヶ月の、としつき（年月）においてーは、正月2 月は変わりはなけれどもー、3 月の
判ざにおいてーはー、我々の見る所はー、縁者一つき一なるがー、どの家族どのイヤ（家）とは指しよはなけれ
どもー、時化のために沖浜で、怪我とも見えるからー、心得て世話求めおくベーしー。4 月5 月6 月迄はー、就
職職場のそのためにー、苦労のある月とも見えるが、これ我々のイヤ（家）ばかりでない、当年の年はー、物価
においてーもー、物事においても事業家におい、おきてーはー、ふけき（不景気）な世の中のそのためにー、な










求めおくベーしー。2 番目のヘラドオリにおいてーはー、3 月の末から4 月にかけーてー、人の事で苦労のある
月とも見えるからー、物事を、頼まれても、この年のまわりにおいてーはー、必ずー、遠慮（援助？）を求めた





〔10:44  （19 '    56 ″）託宣終了。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほう、八方固めて九もち
を整え…。…商売繁盛、…（数珠）アビラウンケンソワカ、アビラウンケンソワカ、…はいっ。
〔（10:45  (20'　28"  ）に終了〕
2.　分家のKさん
〔10:50 (00'     00 ″）祈願対象者の年齢を聞くo] （r64 だって、64、3 人だよ。3 人。男二人、おなご一人。））




〔10:51   （01 '　34″）託宣開始。〕こんにーちー( 今日）、この座一にーおいて、オシラボトケーと一称じおりオ
























































〔11:06  （16 '    50 ″）託宣終わる。〕一より二けんの三より四はらい、五反の巻物六七さいほう八方固めて九も
ちを整え。丘には交通安全、…商売繁盛…祈願を祈り奉る…。

















〔H:13   （23'   00″）終了。〕
資料I －③　宮城県本吉郡唐桑町O・S巫女のオシラサマアソバセ(2000 年4月20日・小鯖第2行政区のS・Y家）
2000 年4 月20  日午後にO ・S巫女の自宅で行なわれた2 件のうち、前半部であるS ・Y 家のオシラサマアソバ
セの詞章である。同家の「嫁」らしき女性が一人で来ており、同地区平磯の1・K さんも一緒に聞くo   I・K さんは
メモを取っており、これを後で久保の嫁に教える。以下、極めて音質が悪いので、聞き取れない部分が多々ある。



















〔14:10  （4'     30″）託宣に入る。以下、伴奏なし。数珠が時折入る。〕ほんじ一つーう（本日）この座－におい
















































ように守るどもー。さて4 月過ぎと5 月においてーは、これ我々に、縁組なるが見える、50 から60 あとさき（後
先）において、首先から脳の、患いとも見えるからー、それが元となりおいてー、さて一我々は送り別れと見え
るし。さて5 月6 月は縁談のためにー、喜び事とも見えるからー、良く見聞きを求めて、世話求めおくベーしー。8






〔14:26  （20 '    55 ″）数珠の伴奏。〕一より一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほう八方、固め
て九もちを整え十分まつれば…。（一回で終り。）











白山…〔カネ〕… 〔カネ〕…〔カネ〕…366 日… 〔カネ〕、奉る一所、陸前唐桑町大字一中井－[ カネ〕…〔ヵ
ネ〕病気災難…。
[14:32  (26 '    18″）太鼓止む。小声で何か唱えているが、聞き取れず。〕…変わりなきように、相守らせ給え
・・・、〔鈴ジャラジャラ〕、…成就相守らせ給－えー。〔2拍手〕










〔15:03   （00 '　00 ″ ）カネ、もう1 回カネ。小さな声で唱えごと。］オホン。［カネ］。そーもーそーもー 〔太鼓







〔15:04  （01 '　50 ″）カネ止む。何か唱えているが、聞き取れない。数珠の伴奏。〕…。




〔小声で唱え言。聞き取れない。しばし静寂。 15:07 （04'　00"  ）に発言。］焼かれたオシラサマが来てっから、
そのお祈りすっから。ちょっと待ってね。〔錫杖の音で伴奏。唱えごと。聞き取れない。「宗教争いしたのが…、」
というような事も話している。〕
〔15:07  （04'　46"  ）〕ふっ、ふっ。〔さらに何か話している。数珠をする音。〕
〔15:08  （05 ′34 ″）「般若心経」唱えるが、冒頭以外は殆ど聞き取れず。やや早い太鼓で伴奏、時折カネを叩
く。〕マカーハンニャーハラミタシンギョー（摩詞般若波羅密多心経）〔カネ〕…。
〔15:10  （0フ'    12 ″ ）に終り、「オホン、オホン」、何か唱える。数珠。〕－より二けんの…六七さいほう八方固
めて、…カーミニオンベエシラマンダー、オンペーオンベーシラマンダー、〔間〕はいっ。
〔15:10 （07  '    35 ″）託宣に入る。伴奏は数珠。〕ほんじ一つ一（本日）この座一にーおいてーえ、オシラボト







































月にかけては、我々浦浜なるから心得て一、旅からの目の前の、子供においてー、さてH 、2 から、5、6 にか
けてー、さて、足を滑らし、怪我とも見えるからー、必ずー、注意を、求めおくベーしー。さてー、9 月10 月
は、部落こぞんでも喜び事とも見えおくーしー（反応あり= ）、10 月11 月は、病気と言いながら、かねての持病
の再発かー、元となりおきてー、胸からお腹の患いとも見えるからー、これがほんのり姿と見えるからー、心得































4 番目のシンルイにおいてーはー、さてこの3 月末から4 月にかけてー、身近なものなるが、物なくし事とも
見えるが、それが、気を焦らずに、人と人とも、触れあいでー、物なくしとも見えるからー（反応あり）、心得














〔15:35   （32 ′48 ″）託宣終り。この辺りでオシラサンを押さえて、数珠を机に載せる。]一より二けんの三よ
り四はらい五反の巻物六七。オホンオホン、さいほう八方固めて九もちをととのえ十分まつれば…。…給え、災
いのあるときには、見に代えて、相知らせよー…。
〔15:36  （33'　28 ″）カネI〔目。〕そもーそもー、奉るー。・・・ ［太鼓伴奏、時折カネ。「オシラ祭文」か？全く聞
き取れない。15:38  （35 '    00 ″）にテープを裏返し、B 面へ。この辺りは全く聞き取れない。r十六の…」と言
っている。終盤で少しテンポが落ちる。〕・‥火難病難なき事に…。








年1 月13 日午前に0 ・S巫女の自宅で行なわれた同集落のカミサマアソバセの詞章である。
[9:20  （00 '    00 ″）m.竹を使 うジリジリとい う音が続く。ジャラジャラと鈴の音。会話あり。 クライアントの

















































［9:37  （17'　53 ″ ）一旦数珠が止む。託宣に入る。伴奏は数珠。〕こんにーちー（今日）この座においてー、と
－208 －

























































高潮のある年と見えおくーしー。4 月、5 月は、就職のために苦労のある月と見えおくーすー。7、8 月において
はー、高潮のある年とも見えるから、お互い警戒を求めて世話求めおくベーしー。8 月－9 月の月においてーは































〔鈴が振られる。I 同も2 拍手。 さらに何か唱えている。〕相守らせ給え。…はい、どうもありがとうございま
した。〔10:03   （43 '    45 " ）に終了。〕
資料I －⑥　宮城県本吉郡唐桑町0・S巫女のカミサマアソバセ（2000 年1月18日・中井地区地の神）2000
年1 月18 日午前に0 ・S巫女の自宅で行なわれた同集落のカミサマアソバセの詞章である。
〔8:55に0 ・S 巫女、錦の衣を着る。軒数の確認を行う。〕14 軒？（「神様と15 軒な。」）はい。（ちなみに、「台
帳j では16 軒になっている。年齢の確認も行われる。」（「91 歳。」）
〔お愛宕様の札を準備。白山様も。米の小袋をちょうど15 枚っかんで、一同驚く。世間話。この日は河北新報
の記者2 名と、川島秀一氏が取材に来ていた。筆者は同巫女の「孫」として紹介され、一同笑う9:08 に水を
準備。黒衣に替える。トシカサの年齢を再び確認する。）92 ？（「うん92. 」、「いや91 ．」）






〔9:12 （02'　00 ″ ）静かになる。ここで手の節を見ている。何かつぶやいているが聞き取れず。〕
〔9:12  （02'　32 ″ ）カネ1 回。太鼓始まる。〕ドン・ドン、ドン、ドン、ドン、ドン、ドン…ドンツ。カーン、
ドン・ドン、ドン、ドンツ。ドン・トーン、カーン、ドン、ドン、ドン、ドン、ドン…ドンツ。
〔クライアントとの対話。〕まだこねえの？（「一人遅れる。J、「あ、来た来た。」、「来たから。」）










































〔9:23   （13'   40″）数珠止む。何か唱えているが、聞き取れず。〕はっ。























































さて我々当年の、14 軒の12 ヶ月の月日においてーはー、正月2 月は変わりはなけれどもー、3 月の月におい
























はーあ、正月は歳徳神、5 月は田の神、8 月は命日直りと、年に3 度－、浦浜に変わりのないようにー、氏子に
変わりのないように、心のあんじょうと、事故災害のなき所－、祈願一とーして祈り一奉－るー。
〔9:44  （34'　20 ″）託宣終わる。〕一より二けんの三より四はらい五反の巻物六七さいほう（この辺から錫杖は
いる。）八方固めて九もちを整え十分まつれば…、持病再発のなき所海には、航海安全大漁祈願、丘には交通安
全、…奉る。火難盗難水難病難、浜々に変わりのなき所相守らせ給－えー〔カネ〕。




- 212  -
現。その月…神々の広前に、・・・恐れみ恐れみ申す一奉る* 。一日伊勢神明皇大神宮…奉るo 二日は…大明神、
三日…成田の大明神、四日は…、五日…延岡大明神、六日…、七日… 〔カネ八 八日は薬師如来…、九日熊野一












[2 拍手。一同も2 拍手。真言を唱えて、2 拍手。鈴ジャラジャラ。再び真言。真言は聞き取れない。〕…




[10:00  （50'　00 ″）直会へ。〕
資料I －⑦　宮城県本吉郡唐桑町O・S巫女のカミサマアソバセ（2000年1月19日・小鯖第1行政区）2000
年1 月19 日午前に0・S巫女の自宅で行なわれた同行政区のカミサマアソバセの詞章である。







〔「カンオウ丸」が沈んで44 年になる、という対話をしている。昭和30  （1955）年の事らしい。0・S 巫女によ
ると、今年はその年と何もかも同じだという。〕
〔9:21   （3 '    00 ″）鈴をジャラジャラ。カネ、太鼓。〕ドー－ン・トーン、ドン、ドン、ドン、ドン、ドン…カ
ーン、ドー－ン、トーン、ドン、ドン、ドン…。カーン、カーン、カーン、〔数珠〕ジャラジャラジャラ。［少
し間］







































［9:32  （14  '    55 ″）託宣へ。〕こんにーちー（今日）、この座－にーおいてーは、とーしーがみ（歳神）と称じ


























































ーしー。さて我々の、2 月-  3 月は、別にむやみな変わりはなけれどもー、変わりはないとは言いながら、3 月
末から、4 月迄はー、身近なものでー、苦労のある年と見えおくーしー、また職場稼業においてーもー、社会の
道を歩ませるには、就職のー、苦しい年の事なればー、時間をかけて良く調べてから、就職に、立ち向かせるよ









次なる我々、上通からさしおくから心得てー（「はい。」）、3 月の十日から、25、6 日迄はー、25、6 から7 、8
はー、油断が元となりおいて、交通の上で怪我とも見えるからー、何分春は、しばれる年の事なればー、交通の




ーしー。8 月の月においてーはー、当年は、若ぜ若さの身の上に、喜び事－と一見えおくしー。 10 月11 月の月
においてーはー、55 、6 から7 、8 にかけてー、男とも女ともさ（察）しようはなけれどもー、食事が元となり
おいてー、胸からお腹の患いとも見えるからー、気候が温暖なそのために、食物においてーはー、充分注意を求
めおくベーしー。その他においては勤め先においてーもー、別にむやみな変わりのない年と、見えおくーしー。
我々ひらいさわ（平磯ないし白磯）部落－、2 の隣組においてーは一、2 の隣組において一は一、3 月のフ日8









から心得てー、さて5 月の月から6 月にかけ、浦浜でー、春の船玉でー、怪我ありがちとも見えるし、さて7 、8
月は、当年は、旅からの寝泊まりで、水の上で一怪我 とも見えるから（反応あり。）、心得て世話求めおくべし。10













[10:00  (42'　15 ″ ）託宣終わる。j火難盗難水難病難…厄難七つの難…（声が小さい。聞き取れない。）。
－215 －











ミ（大山津見）…、二十九日…、みそか（三十 日）は白山命婦大権現、…E カネ] ‥・〔カネE 広前にー、…奉
る。
当年79 歳 〔カネ〕の年男－、29 軒そのやーその門出に、火難盗難水難病難、…厄難のなき所、相守らせ給え
ー





〔10:06  （48'　40"  ）〕どうもありがとうございました。
〔鈴ジャラジャラ、一同2 拍手。お札と、米袋、ミカンを配る。O ・S 巫女は「来年からお不動さんおろそう。」
という話をしている。〕
資料I －⑧　 戸川安章採集による山形県鶴岡市中道のトM 巫女によるオコナイサマアソバセ（1951年9月30日）
ここに引用したオコナイサマアソバセの詞章は、戸川によると、1951 年9 月30  日に、友人の家で祀っている




（数 珠 を 押 し もみ 〈丁〉 ま た 押 し もみ 〈丁 〉）
我 昔 所 造 諸 悪 業　 皆 由 無 始 貧 騏 痴　 従 身 口 意 之 所 生　 一 切 我 今 皆 懺 悔 〈丁 〉
（数 珠 を 押 し もみ 〈丁 〉）
わ れ 昔 よ りつ く る と こ ろ の も ろ もろ の悪 業 は 、 み な 無 始 の 貧 咳 痴 に よっ て 生 ず る と こ ろ な り。 一 切 を わ れ い ま
懺 悔 し 給 う 〈丁 〉
（数 珠 を 押 し も允 丿Ill　　　　　　　　　　　　　　-'
 L -c ん
。
さんぽだいこじん　　　　　　　　　　　　　　　かわうち




八 幡 大 菩 薩
ヽ
春 日 大 明 神
ヽ
牛 頭 天 王
ヽ
耳 言 大荒 神
ヽ
稲 荷 大 明 神
ヽ





太 田 大 肌 サ
ヽ
弓 矢 八 幡
ヽ
大 日 如 来
ヽ
六 所o 権 現
ヽ
金 毘 羅 大権 現 （数 珠 を 押 し も み 〈丁 〉）
ヽ
泉 の 大 明 神
ヽ
三十 三 観 世 音 菩 薩
ヽ
赤 坂 薬 師 友 石 竹
ヽ
貴 船 大 明神
ヽ




戸 隠 の 大明 神
ヽ
峰 の 薬 師
ヽ
馬 頭 観 世 音 、 荒 沢 地 蔵 権 現 、 金 峰 山 〈丁 〉、 峰 に… … 、 恐 れ な が ら 湯 殿 山 大 権 現 、月 山 大 権 現 、 鳥 海 山 大 権 現 、
三山 大 権 現 、 岩 本 本 明 寺 、底 淵 … … 、 歳 徳 大 善神 、 日本 大小 の神 〈丁 〉。
































































































































1999 年初午前日（2 月10 日）にO ・M 巫女の自宅で行なわれた、稲荷様と地蔵様の託宣である
記述の方法は資料I －①から⑦迄に記載した宮城県のO ・S 巫女によるものと同様である。但し、これは後日





干の誤差が生じているであろう事を述べておく。開始時間が不明なので、録音の開始を「00'　00  "   Iとする。
〔（00 ′ 00 ）鈴を振り始める。かなり長い。ちなみに、これは宮城県本吉郡唐桑町の0 ・S 巫女が用いる天井か


























ら8 分半位。それに、車で行く所もあるかと見えるし、田作は、やっぱり、中は、ワセ（早生）は8 分から8 分
半ぐらいで、ナカデ（中出）は8 分から9 分、9 分超える所もあるかと見える。田の作も、豊作取られるように、
田の周り畑の周り、昼3 度、夜3 度、片肌脱いで廻って守ってやる。
それに、今年は火ばやい（早い）年になっているかと見えるし、なるべく、7 月と8 月は特に火の元に気を付












に立ち廻って守っている。けれども、7 歳から17 、8 位迄のタカラ達は、ちょっとの油断から水で災難受ける恐
れある,  7 月ころ、気を、良く良く気を付けるよう心掛けて貰いたい。うちむら（内村？）災難逃れるように前



















〔（o'　00"  ）。鈴が何度か振られる。2 拍手が聞こえる。〕
［（10 '     15 ″）ここから、再び歌。短い。〕地蔵さん、肩に掛かりし紗の衣－〔鈴〕、七重も八重も、重ね重ね
ーにー、重ね重ねーにー。



















































それに、10 歳から17 、15 歳ぐらい迄の、タカラ、南西（みなみにし）の方さ出掛ける時ちょっとの油断で、
乗り物で災難受ける恐れある。3 月の末ころ、良く気を付けるよう教えといて貰いたい。氏子ら災難逃れる様に、
喜び取られるように、守ってやる。みんな安心されるように。そして、小さいタカラ達の、悪い病気流行りやす




































1999 年4 月24 日に同地区地蔵様堂内で0 ・M 巫女によって行なわれた地蔵様と稲荷様の託宣を含む祭祀のメ
モ書きである。






体の疲れた人は、‥・ 12-3 歳のタカラ達、海水浴…30 代のタカエボシ、…の恐れある。8 月…商売しているタカ
エボシ、…繁盛するよう祈ってる。いい時と悪い時と波がある。部落の…タカエボシ、間違いで、その責任とら
ねばならぬ時ある。「どういう災難？」今言った。6 月、川 月特に気を付けた方が良いと見える。40 代のヘラド
リ、話し合い…裏切る。気を付けるように。過ち起こさぬように。火の元に気を付けて。5 月頃は、小さいタカ






月と8 月、5 月の末。水には良く気を付けるように。 タカラ達、立派に育つように。喜び続かれるように祈って
る。タカエボシ、7 月8 月10 月12 月は、煙草の吸い殼…気を付けるように。…貰いたい。秋の11 月の月初め
頃、気を付けるように0    （ここでまた聞き直している。）60 代のタカエボシ、出掛けるとき6  月頃ちょっとの油
断で、…気を付けるように。




1999 年4 月24 日、資料I －⑩に示した南野の祭祀終了後に古関のH ・C 氏宅で行なわれた、地蔵尊に対する
託宣を含む祭祀のメモ書きである。

























〔10:03（00 ’00 ″）カネを4 回鳴らす。呟き。数珠ジャラジャラ。〕





















〔10:11   （08'　57 ″）小休止。数珠。〕。


















〔10:21   （18'   50″）数珠を擦っている。〕
[10:23 （20'　02 ″）鈴を準備する。水を飲む。鈴を右手、扇を左手に持つ。〕蝋燭消えねえの？（「消えねえ。」）[10:25






















[10:33 (30'　21 ″）口調はややフラットになる。伴奏は鈴。〕よるよ一りも…の神－[ 鈴〕、行えばーこそ〔鈴〕
…、ますら日本のかみがーみ（神々）を参るー 〔鈴〕。なむとうや今 日一日において、村方の一人々心を揃えー
〔鈴〕、ヘラドオリさ足運んでー、村方の〔鈴〕、地蔵、安産地蔵の、神楽、あげおいてやれー 〔鈴〕。喜－びに
喜びー 〔鈴〕をいかばかりーこそ満足 〔鈴〕、その上の、… 〔鈴〕ます秋のこの度は〔鈴〕、秋の分に8  月23 日
〔鈴〕、いつの、いつの日とさいたる日に〔切れ目なし。〕









続けてやりまーす。「一同F お願いします。」）〔鈴〕それでえ、まずはー、ほら、60 歳どお、60 イ戈の方々、のご
と、伝えてやりまーす。何となく、こう、見るようなわき（訳）ださけえ、それでえ、うん、60 と、おお、1、2、1
の人と、9 歳の、男の方と、男性の方一人、そいさ、61 歳の女の方も、女で、女の方で、あの、10 月のお、半
ばころ、この、うーん、事故で危険な事がありますので、良く、注意して下さい（反応）。相逃してやります（反
応）。それで、今度お、五十との、うーん5 歳とか、50 と7 歳のお、おお、女の人も、いますー、部落に、それ


































































そ、50 と、5、6、50 と2 、3 歳、の、かた（方）や〔鈴〕、そいで、まず、来年のー、4、4 月の月初め、4 月の、4
月の10 日ごろだのお、おお、良く良く気を付けて下さい〔鈴〕。それも店先さ、あの一出はる時ださけ 〔鈴〕。
まず、良く良く、うー、事故なんかあわないように、しっかり見守り続けてやりま一す（「お願いします。」）［鈴］。
























［10:58  （55 ′50 ″）この辺りから鈴を頻繁に振る。歌になる。〕地蔵の…。喜びにー、尚喜－びを重ねーては
ー、うれしーや、今日の喜－びー、今日の、喜－おーびー。…地蔵様〔鈴〕。（一同、2 拍手。 もう1 度2 拍手。）
はい、終わりました。（rどうも、ご苦労様です。」）




資料I －⑩　 山形県東村山郡中山町Y・Y巫女のホトケオロシ・カミオロシ（1978 年・研究者の個人的な依頼によ
る）






［（0'　00 ″ ）太鼓か弓を叩いている。 かなり速い。詞章は無いが歌になっている。旋律については資料n －④
の譜面を参照の事。〕〈おーおーおー、おーおーおーおーお。　うーうーうー、うーうーうーうーう。〉・‥。


























































































〔（04'    13" ）インドネーション一瞬変化。数珠で伴奏。テンポは変っていない。〕うーうーうーナムサーンー
ボーダーイーコ>―ウジーン（南無三菩提荒神？）、ナムサンボダイコウジンナムサンボダイコウジン伊勢シンメ
（神明）テンショウコダイ（天照皇大）神宮、ジュンジョウ春日大明神デンジョウ八幡大神卜－ゴクトウショウ































〔（14'     35″）託宣終る。祭文へ。〕大事大師観世音菩薩十八夜正観音二十三夜、〔ここから数珠で伴奏。〕トク
ダイ勢至観音観音二十六夜愛染の十一メ（面）観音千手カンノ（観音）、千手カンノ（観音）若松キョウ観音拝み



























































































































































あらー たー まーやー　　 とーしー のーお　 はじめーのー　　 としおーとーこー
い わい一てー まー いー り一　　 さー まー の一おふくみーずー　 ついで一い一 る一
J =  ,0
託 宣 冒 頭
とうねんのー　　　　と‾し‾がみの‾　　　　　しらせにおいて‾は‾







ご け ー ど う に ー　　　　　　 き ょ う の み か ー ぐ ら　　　　　 ま い ら せ て ー





ご きーど一一に　　　 きょ うのみかー－ぐ ら　　　 まいらー せー るー







ホ ト ケ オ ロ シ の 冒 頭 歌
J =
 106
す　 えー　 えー　 な　 ら一一　 ぬー わ　 が　 すー　 が　 たー　 －　 やー
ホ ト ケ オ ロ シ の 冒 頭 部




わ　 れ　ら　もー　　　な　 か　な　 かのー　こ　とー　か　なー　にか
と―o や　もうすーおや　　　ごじゅういっさいの　いちだい　 まもり　ほんぞ
－232 －
ふ　 げ　 ん　 ぼ　 さ　っ　 の やら と　 な　 れ　 ばー
資料II －⑤
岩手県東磐井郡大東町M・Y巫女のホトケオロシ
か らの　 かがみ　 と　　　 ご しょ うど　 と われて
資料 皿－④
みれば　ど れほど　　 わがみも　　　なんぼ　ど のよに　なり　おいても






























































































































































































浜 の 漁 、 いそ草　つくが
水の変化で色がつかない

























































































































































分～8.5 分 農薬に注意〔2 行にわたる。〕
北の方木を切ったり、新築しない事








































































































































































































































































































平成3 年3 月19 日（火）
1、　3月10 日　みこを聞〔略字体〕く
1、　I 戸当、600 円徴収する．講中会費500 円、御




























































八 幡 神 社 祭 典 〔大 き な 字 〕
一 、 二 月 二 十 七 日 「み こ 」 を 聞 〔略 字 体 〕 く ．
一 、 一 戸 当 り 六 百 円 徴 収 す る ． 講 中 会 費 五 百 円
御 礼 代 五 十 円　 小 豆 代 四 十 円　 講 銭 十 円
一 、 赤 飯 の も ち 米 は 農 協 よ り 十 五 キ ロ 購 入 し 会 計 が
支払 う．
一、 折 箱 ・ 酒 ・ ジ ュ ー ス 等 、 会 計 が 仕 入 れ る ．
一、 当 組 で 一 品 野 菜 も の を 公 民 館 で 作 り 、 材 料 費 当
組 で 支 払 う．
一 、 公 民 館 使 用 料 と 調 味 料 は 宿 元 で 支 払 う
一、 赤 飯 一 重 箱 、 八 幡 神 杜 へ
μ　　　　　S宮 司 へ　 宿 元 で 届 け る.    〔2 行 に
か か る. 〕
一、 赤 い 幟 叫 ま鳥 居 の 前 に 建 る ．
一 、 白 い 幟 り は 宿 元 へ 建 る ．
一 、S ・Ya よ り　 清 酒 二 升 、 宿元 よ り 清 酒 二 升 出 る ．
平 成 六 年 三 月 十 九 日　 快 晴
宿 元　S ・B













































































一.Ya より清酒2 本、宿元より清酒2 本献上される。
241 －
その他清酒等の献上があった。






当組　　N ・K　　0 ・K　　S ・S
K ・S
S・R






































平成11   (1999)年：行書体フォントが用いられてい



























一、Ya より清酒2 本、宿元より清酒2 本献上される。
その他清
酒等の献上があった。





























1　~f ・ ‾ ●・　ゝ 丿f~　U ＝/ ｀W　=I 「・　－ I・フミ 」・ご　 ●W　　　　　1　　 ” 「” ‾・’‾・’　7　●













































































そして、昭和62   （1987）年に、元の形式に戻り、
れが継続されている。











「堅牢地神講御託宣」記録は、表紙がなく年代順になっていない大正7   （1918）- 昭和43   （1968）年分が一綴
りと、「堅牢地神講御託宣」と書かれた表紙のある年代順（上のものが最新）に並べられた昭和42   （1967）一平
成11    （1999）年分と、その下に大正12   （1923）一昭和36   （1961）年分かばらばらに収められた一綴りとい う、
計二綴りが存在する。
まず、表紙のないものから述べる。上から順に、昭和43  （1968）年・昭和23  （1948）年・昭和41   （1966）年・
昭和40   （1965）年・昭和39   （1964）年・昭和38   （1963）年・昭和37   （1962）年・年号不明a  ・昭和31    （1956）
年・大正10   （1921）年（「資本金報告」卜 昭和33   （1958）年・年号不明b ・大正7  （1918）年・昭和32   （1957）
年・大正10  （1921）年・大正5  （1916）年（「講員面附」＝名簿）・年号不明c ・大正11   （1922）年・年号不明d ・
昭和16  （1941）年・昭和19  （1944）年・昭和24  (1949）年・昭和9  （1934）年（「貯金額明細調」）・昭和15  （1940）
－243 －
年・昭和10   （1935）年・昭和27   （1952）年分か綴られているが、編年による変化を見るべく、年代順に並べ直
す。
次に、表紙のある一綴りは、上から順に平成II  （1999）年・平成10  （1998）年・平成9  （1997）年・平成8  （1996）
年・平成 フ（1995）年・平成4   （1992）年・平成3 【199】）年・平成2   （1990）年・平成元（1989）年・昭和63
（1988）年・昭和62  （1987）年・昭和61    （1986）年・昭和60  （1985）年・昭和59  （1984）年・昭和58   （1983)
年・昭和57   （1982）年・昭和56   （1981）年・昭和55   （1980）年・昭和54   （1979）年・昭和53    （1978）年・昭
和52  （1977) 年・昭和51  （1976）年・昭和50  （1975）年・昭和49  （1974）年・昭和48  （1973）年・昭和47  （1972）
年・昭和46   （1971）年・昭和45   （1970）年・昭和44   （1969）年・昭和（42）1967 年・昭和36   （1961）年・昭
和35  （1960）年・年号不明e  ・昭和7  （1932）年（「貯金明細調査報告」）・昭和13  （1938）年・年号不明f  （昭和14(1939
























































年 号 不 明C:























































〔 略 字 体 〕
秋 揚










































































































































昭和15  (1940 ）年


































































































































































































































講 員 ― 同 心 信 を 希 フ
右 之 通 り
宿 元　S ・S









































































































































宿元N ・K [3 行やや大きめ〕




















































































































































































































早生　　 八 分 半
中生　　//  II II
晩 生　　 八 分
苗 代　　 八 分 半





















● 五 月 ／ 六月




























〔一 行 消 去 ：〔小 豆
蚕C 天 は 二 つ 〕
ナヶ
秋
〔裏 面 へ 〕





























































































































宿　 元K ・T E ？ 〕


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































K・K 〔大 き め 〕



































































































































































































































































































○火早い年である、特に　フ月・9 月・ 11 月









































































































































































































































平成8 年3 月5 日・ 10 時～






1. 稲作（作柄・中生・早生8 分半～9 分）
1. 畑作（6 分半～8  ・ 7～8 分）
1. 農薬使用に充分気を付けてやる事。
1. 今年は火早い年（4 月～6 ・7  ■ 8 月・秋H 月・12
月）
1. タバコの吸い殼には気を付ける事。
1.   4才～5 才水の事故に気を付けて下さい。
1.   12才～17 才水の災難に気を付けて下さい。
1.   14 才～20 才悪い方に誘われないように見守って
下さい。
1.   20代の人は車に充分気を付ける事。
1.   30代（タカエボシ）機械に気を付ける事。





1.   4 ・ 5 月（ヘラドリ・タカエボシ）こら水に気を
付けて下さい。
1.   6月（コダカラ）やけどに気を付けて下さい。
1.   7月北の方に火に気を付けて下さい。
1.   8月西盗難にあわない様に気を付ける事。
以上






























































































































































































































































































































































































































若い高えぼし出稼中　4 月6 月9 月間［略字体］
違ひ
若高えぼし筆のあやまり三月末～四月

























































































































































昭和54  （1979 ）年：鉛筆による書き込みあり。
初午御詫宣 〔大きい〕






























































































































一、縁族　 十九才　 廿二才　 廿五才　 廿八才　 世一
才
厄祓いしてからきめるように


































































































































































































一、 六〇代　 七〇代 の年の悪い■高帽子湯治に注意
災難にあいやしい























































































































































































































































































































































































































係　S ・T ／ K ・H














































































































































たものでタテ12 ～3  cm、ヨコ3 ～4cm イ立の小さい本尊である。
この地蔵様を本尊として現在の延命地蔵尊のお堂を建て
てお祭りをしたと伝えられている。、［ママ］





、Y 、U 、H 、G 、
Y、の7 軒が入っている。







O・M 巫女は、この則こは稲荷もおろすと述べていたのだが、これについては、もう1 枚、同じくB5 の用紙
にワード・プロセッサを用いて横書きで印刷された「亀の山のお稲荷様について」には次のような記述がなされ
ている。

























































ゝ　ゝ ゝ　ゝ 　ゝ 　ゝ ゝ　ゝ　ゝ 　ゝ 　ゝ 　ゝ 　ゝ ゝ　ゝ 　ゝ ゝ　ゝ春 祭 り に 地 蔵 様 の お 姿 を 必 要 な 枚 数 だ け
ゝ　ゝ 　ゝ 　ゝ ゝ　ゝ　ゝ 　ゝ 　ゝ ゝ ゝ ゝ
複 写 し て 講 中 に 配 布 す る 。 〔傍 点 筆 者 〕























資料Ⅲ－⑨　山形県東田川郡余目町古関・地蔵尊の託宣（平成11   （1999 ）年4 月24日）


















～25.    6才危ない仕事、油断から災難招くのでいつでも気をつける。
若いたかえぼし、金銭トラブルに気をつけてだまされたりしないように。
60 代70 代80 代のたかえぼし、へらどり湯治には行かないように。
宿のたかえぼし、病気は長くかかるが、丈夫になるので気を楽にするように。8
月末一西の方に盗賊　　　　7 ～8 月一洪水に注意
フ。8.   10.   12月一火の元、たばこの始末に注意
5　月末～6 月一南東の方ちょっとした油断から手過ち、火事に気をつける。
































































































































2000 年4 月20 日に撮影したものをスキャナで読み込んだ。
2 三川町猪子 一八幡講託宣広報用紙面（平成11   （1999）年3月19日配布分）
当日入手したオリジナルをスキャナで読み込んだ。






























































































































































































































































































































































































































































4。 山形県東田川郡猪子・地神講の託宣記録（大正7  （1918 ）年）1999
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11. 山形県東田川郡余目町古関・地蔵尊の託宣（平成11   (1999) 年4月24日）
1999 年8 月24 日にファックスで送付して頂いたものをスキャナで読み込んでいる。
古 闘 地 蔵 尊





t りの人は 一西 、
うまのA は一鳥
うさぎの人は,- 東 に縁組みしないように．




30 ～46 才のたかえぼし ．へらどり乗り駒. 交通事峡に気をつIt る.
50 才代のたかえぼし、金餓トラブ ル、金の保証、印－使うとき気をつける.I
 2 ～2 5. 6 才危ない仕事. 柚断から災難招くのでいつでも気をつH る.
若いたかえぼし. 金鏑トラブルに気をつけてだ* された?)しないように.
60 代7  0 代80 代のたかえぼし、へらどり●嶮には行かないように．
宿のたかえぽし、m 気i 長くかかi が、丈夫な るので気を楽にするように
3 月床 一匯の方に盗蹟　　7 ～s 月一洪水に注章
7 ． 8. 1  0. 1  2 月一火の元. たぱこの始東に注意
5  月末~6 月-m 東の方ちょ つとした抽断から孚冶ち、火事に奥をつけs.
小さいS  -6 ～6 月　 蕭い病気に気をつける
5 月*　　 水M に鬼をつける
















と 式 次 第 が 記 さ れ て い る。
以 下 、 祝 詞 は 「伊 勢 両 大 神 宮 」、「鎮 守 住 吉 大 神 」、「産 土 住 吉 大 神　H ・c r 屋 号 ：以 下 同 様。〕・‥（H ・Y ）」、
「金 山 比 古 大 神　H ・T 」、「皇 大 神 宮　E ・K 」、「熊 野 大 神　K ・S」、「 大 里 大 神　E ・J／ H・S」、「大 瀧 大神　H ・G 」、
「御 霊 神 大 神　 当 前 宿 主 」、「白 山 姫 大 神　A ・H ／ H ・K 」、「六 所 大神　E ・K 」、「河 内 大神　H ・H ／ 石 動 大 神E
・K 」、「大 島 大 神　E ・R/諏 訪 大 神　E ・G 」、「琴 平 大 神　H ・R 」 の14 種 類 が 記 載 さ れ て い る 。 以 下 、 こ の
う ち 、 屋 号 が 書 か れ て い な い 事 か ら 集 落 全 体 に 関 わ る 「伊 勢 両 大 神 宮 」、「鎮 守 住 吉 大 神 」 と 、 個 人 宅 に 関
わ る 「産 土 住 吉 大 神　H ・C … （H ・Y ）J の祝 詞 を 記 載 す る。
伊勢両大神宮
神風（乃）伊勢国折鈴五十鈴（乃）川上（爾）宮柱太敷立（底）鎮座（須）掛（ヶ麻久母）畏（伎）天照皇
大御神又外宮（乃）度会（乃）山田（乃）原（爾）鎮座（須）豊受大神（乎）招奉（里）坐奉（里底）白（左
久）年毎（乃）産土大神（乃）大御祭（爾）依（底）湯（乃）花（乃）神事捧奉（留）状（乎）平（ヶ久）
安（ヶ久）所聞食（志底）四方（乃）国平和（爾）村中（乃）人等（平）諸々（乃）柾事無（久）立栄（志
米）給（比底）取作（留）五穀物（乎母）悪（志伎）風悪（志伎）洪水（爾）会不給（和受）村中安全（爾）
夜（乃）守口（乃）護（里爾）守（里）幸（閉）給（閉登）恐（美）恐（美母）白（須）
鎮守住吉大神
掛（ケ麻久母）畏（伎）産土住吉大神（爾）湯（乃）花（乃）神事（平）捧奉（良久波）年毎（乃）大御祭
（爾）氏子（乃）人等慎（美）敬（比）奉（留爾）依（里底）明日（乃）御浜（爾）神幸（ルビ：カミワザ）
（乃）時（平母）告（良志米）給（比底）、四方（乃）国平和（ルビ：おだい）（爾）御氏子安全（ルビ：
やすらか）（爾）又取作（礼留）五穀物（乎）悪（志伎）雨風（爾）不合給（和受）種々（乃）災害無（久）
海幸、山幸（乎母）授（ケ）給（比底）　諸々（乃）病（志伎）事煩（志伎）事無（久）夜（乃）守口（乃）
護（爾）守（里）幸給（閉登）恐（美）恐（美母）白（須）
産土住吉大神　H ・C
掛（ヶ麻久母）畏（伎）住吉大神（乎）本間…慎（美）敬（比底）白（左久）年毎（乃）産土大神（乃）大
御祭（爾）湯（乃）花（乃）神事捧奉（留）状（乎）平（ヶ久）安（ヶ久）聞食（志底）願主（乃）家内（爾
波）諸々（乃）病（志伎）事無（久）煩（志伎）事無（久）家内安全・身体堅固・五穀豊穣・交通安全（登）
夜（乃）守a  （乃）護（里爾）守（里）幸（閉）給（閉登）恐（美）恐（美母）白（須）
（H・Y）
O 内は振り仮名その他であり、原文では小さめの宇になっている。また、「爾」、「閉」は略字体になっ
ている。「産土住吉大神」への願主は2 名おり、場合によっては一人のみ参加するために「H・Y」には「O 」
が付されている。
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ここで興味を引くのは、「個人神」に対する祈願が、「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・交通安全」とな
っている事である。以下の祝詞はこの部分が異なっているだけで、それぞれ抜き出してみると、
「金山比古大神」→「家内安全・身 体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「皇大神宮」→ 「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・交通安全」
「熊野大神」→「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「大里大神」→ 「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「大瀧大神」→「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・海上安全・大漁満足・交通安全」
「御霊神大神」→「家内安全・身体堅固・海上安全・大漁満足・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「白山姫大神」→「家内安全・身体堅固・海上安全・大漁満足・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「六所大神」→ 「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「河内大神/石動大神」→「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
「大島大神/諏訪大神」→「家内安全・身体堅固・商売繁盛・交通安全」
「琴平大神」→ 「家内安全・身体堅固・五穀豊穣・商売繁盛・交通安全」
という事になる。
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